
おしえてのっティ！

知ってなっとく

一部事務組合の　ひ・み・つ

ね
ぇ
、
の
っ
テ
ィ

ぼ
く
た
ち
の
住
ん
で
い
る
野
々
市
市

に
は
お
店
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
と
っ

て
も
便
利
だ
よ
ね
。

で
も
、
何
で
も
あ
り
そ
う
な
の
に
、
な

い
も
の
も
あ
る
よ
ね
。
大
き
な
市
立
の

病
院
が
な
い
し
、
ぼ
く
た
ち
が
出
し
た

ご
み
を
処
分
す
る
場
所
も
な
い
よ
ね
。

ま
ち
で
見
か
け
る
消
防
車
や
救
急
車

も
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の

か
な
ぁ
？

い
っ
く
ん
、
い
い
質
問
だ
ね
！

野
々
市
市
は
市
の
面
積
が
小
さ
い
か

ら
、
ま
と
ま
り
が
あ
っ
て
便
利
な
こ

と
も
多
い
け
ど
、
狭
い
か
ら
難
し
い

こ
と
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
だ
よ
。

み
ん
な
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
こ
と

で
も
、
い
ろ
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
市

単
独
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
。

そ
ん
な
と
き
に
つ
く
る
の
が
『
一
部

事
務
組
合
』。
今
日
は
い
っ
く
ん
と
の

の
ち
ゃ
ん
に
一
部
事
務
組
合
の
ひ
み

つ
を
教
え
る
ね
！

白山石川医療企業団
（白山市倉光三丁目 8番地

　公立松任石川中央病院内）

構成団体：白山市、野々市市、川北町
発　　足：昭和 42 年（当時の「石川
　　　　　医療施設組合」）
運営施設：公立松任石川中央病院
　　　　　公立つるぎ病院
　　　　　吉野谷診療所
　　　　　中宮診療所
　　　　　白峰診療所

一
部
事
務
組
合
っ
て
い
う
の
は
ね
、

ひ
と
つ
の
自
治
体
で
は
こ
な
す
こ
と

が
難
し
い
業
務
を
、
近
く
の
市
町
と

い
っ
し
ょ
に
す
る
た
め
に
作
る
団
体

だ
よ
ー

　

い
っ
く
ん
と
の
の
ち
ゃ
ん
は
、
野
々
市
市
に

住
む
小
学
生
。
勉
強
熱
心
な
２
人
は
、
野
々
市

市
で
暮
ら
し
て
い
て
、
ふ
と
不
思
議
に
思
う
こ

と
が
あ
る
よ
う
で
す
。
今
月
は
、
そ
ん
な
疑
問

に
の
っ
テ
ィ
が
答
え
ま
す
。

ね
ぇ
、
の
っ
テ
ィ

一
部
事
務
組
合
っ
て
何
な
の
か
し

ら
？
聞
い
た
こ
と
も
、
見
た
こ
と
も

な
い
し
、
よ
く
分
か
ら
な
い
わ
。

ど
ん
な
病
院
が
あ
る
の
か
な

次
ペ
ー
ジ
で
主
な
施
設
を

紹
介
す
る
よ

ま
ず
は
医
療
の
一
部
事
務
組
合
！

け
が
を
し
た
り
病
気
に
な
っ
た
と

き
、
み
ん
な
の
近
く
に
は
ま
ち
の
お

医
者
さ
ん
が
い
て
安
心
だ
よ
ね
。
で

も
、
大
き
な
手
術
や
検
査
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
、
頼
り
に
な
る
の
が
公

立
の
大
き
な
病
院
。

野
々
市
市
は
『
白
山
石
川
医
療
企
業

団
』
の
構
成
団
体
と
し
て
、
お
と
な

り
の
白
山
市
や
川
北
町
と
い
っ
し
ょ

に
協
力
し
な
が
ら
地
域
の
中
核
病
院

を
運
営
し
て
い
る
よ
ー

そ
っ
か
ぁ

近
く
の
自
治
体
と
助
け
あ
っ
て
業
務

を
こ
な
す
ん
だ
ね
。
じ
ゃ
あ
さ
、
ぼ

く
た
ち
の
野
々
市
市
に
は
ど
ん
な
一

部
事
務
組
合
が
あ
る
の
か
な
？

ののちゃん いっくん のっティ

MEMO
一部事務組合とは…

　地方自治法に基づき、普通
地方公共団体 ( 都道府県、市町
村 ) や特別区が、事務の一部
を共同で処理するために設け
る特別地方公共団体。都道府
県の加入する組合は総務大臣、
その他は都道府県知事の許可
を得て設立します。 

メ　　モ

  白山石川医療企業団　☎ 275 － 0070

ふしぎだなー
何でかしら？
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広報野々市　2017．5月号　45　広報野々市　2017．5月号

公立松任石川中央病院
（白山市倉光三丁目 8番地）

　２市１町の中核的医療機関で、かつ二次救急医療機
関。地域医療支援病院・災害拠点病院の役割を担うほ
か、県地域がん診療連携推進病院に指定されています。
全病床数 305 床、一般病床 275 床、精神病床 30 床

【診療科目】内科、消化器内科、循環器内科、腎高血圧内科、呼吸
器内科、糖尿病・内分泌内科、甲状腺診療科、漢方内科、血液内科、
精神科、神経内科、小児科、外科、消化器外科、 心臓血管外科、呼
吸器外科、小児外科、整形外科、脳神経外科、皮膚科、形成外科、
泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、 リハビリテーション科、
放射線科、放射線治療科、病理診断科、麻酔科、歯科口腔外科、総
合健診センター、PET センター

< 野々市市からの交通アクセス >
市内よりシャトルバス『のんキー』で『松任石川中央病院』下車

公立つるぎ病院
（白山市鶴来水戸町ノ１番地）

　鶴来・白山ろくの医療を守る地域密着型病
院。へき地医療拠点病院・在宅療養支援病院
の役割も担っています。
全病床数 152 床、一般病床 45 床、地域包括
ケア病床 54 床、療養病床 27 床、回復期リハ
ビリテーション病床 26 床

【診療科目】内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、
糖尿病・内分泌内科、腎臓・高血圧内科、神経内科、小児科、
外科・胃腸科、整形外科、脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、
婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、リハビリテーション科、
健診科

ね
ぇ
、
の
っ
テ
ィ

火
事
や
事
故
の
と
き
、
消
防
車
や
救

急
車
が
た
く
さ
ん
や
っ
て
く
る
よ
ね
。

あ
れ
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
？

消防組織では、普段の活動以外にも
いろんなことをしているよ
消防音楽隊：音楽を通して火災予防の啓発活動を行う
応急手当講習：心肺蘇生法や AED の使い方、けがの
　　　　　　　手当てなど応急手当の方法を指導
防火管理者講習：防火管理について学ぶ講座を開講
� etc　
併設の防災学習センターでいろんな体験ができるよ
初期消火体験：訓練用水消火器で消火体験ができます
煙避難体験：煙が充満した火災発生時の部屋を再現
地震避難体験：地震の恐ろしさを体験できます
� etc　

消防車

災害現場で活躍する
消防車両たち（一部紹介）

屈折はしご車

< 野々市市からの交通アクセス >
市内より北陸鉄道石川線で鶴来駅下車　徒歩 10 分

白山野々市広域事務組合
（白山市三浦町 255 番地１）

構成団体：白山市、野々市市、川北町
設　　立：昭和 47 年
共同処理事項：
　①消防本部および消防署の設置、消防
　組織法および消防法による常備消防に
　関する事務
　②ごみ処理施設の設置・運営など
　③斎場の設置・運営など
　④し尿処理施設の設置・運営など
※①・②は 2 市 1 町で、③・④は白山市・野々市市の
　２市のみで共同処理

白山野々市広域消防本部
松任消防署
（白山市三浦町 255 番地 1）

< 野々市市からの交通アクセス >
市内よりシャトルバス『のんキー』で『消防署前』下車

消
防
車
か
っ
こ
い
い
よ
ね
！

次
ペ
ー
ジ
で
地
域
を
支
え
る

消
防
署
を
紹
介
す
る
よ

消防施設：松任消防署　　鶴来消防署
　　　　　千代野分署　　美川消防署
　　　　　川北分署　　　白山消防署
　　　　　野々市消防署　白峰分署

じ
ゃ
あ
、
次
は
消
防
の
お
仕
事
に
つ

い
て
教
え
る
よ
！

野
々
市
市
は
白
山
市
・
川
北
町
と
い
っ

し
ょ
に
『
白
山
野
々
市
広
域
事
務
組

合
』
を
作
っ
て
い
て
、
そ
の
な
か
に

白
山
野
々
市
広
域
消
防
本
部
を
設
け

て
、
消
防
や
救
急
の
お
仕
事
を
し
て

い
る
ん
だ
よ
ー

病院の入り口には、2 市 1 町の花木を
刻んだ碑があります。

INTERVIEW
イ ン タ ビ ュ ー

小林  宏充 氏
白山石川医療企業団　副企業長

　私たち白山石川医療企業団は、経営責任を明確にし、自主的な病院運営を行
うため、平成 20 年に北陸初の医療企業団へ移行しました。全ての権限と責任
をもつ企業長がいることで、目まぐるしく変わっていく医療環境に自分たちで
迅速に対応することができています。これからの社会では、在宅で過ごせる時
間を増やしていくことが充実した人生を送る鍵となります。私たちは地域の医
療・福祉機関などと緊密な連携を築き、より良い医療環境を提供していきます。
　野々市市からは、年間延べ患者数で入院では約 13,000 人、外来では約
21,000 人が受診しています。公立松任石川中央病院は地域の中核病院とし
て、24 時間 365 日の救急医療をはじめ、高度医療を提供できる体制を整備。
特にがんに対しては診断から治療までの一貫した対応が可能となっています。
　これからも野々市市の皆さんが住み慣れたまちで、安心して末永く暮らせる
“ まちづくり ” に貢献していきます。
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広報野々市　2017．5月号　67　広報野々市　2017．5月号

松任石川環境クリーンセンター
（白山市上小川町 795 番地）

　焼却処理施設では、収集および直接搬入された可燃ご
みを併せて全量焼却。余熱利用として発電を行い、場内
電力を賄うとともに余剰電力を売電しています。
　またリサイクルプラザでは、不燃物や粗大ごみの破砕、
選別、資源化処理などを実施。再生品の展示販売や情報
コーナーを通して、ごみの減量化を啓発しています。

そ
う
だ
ね
、
の
の
ち
ゃ
ん

一
部
事
務
組
合
の
仕
事
は
、
広
範

囲
で
取
り
組
む
ほ
う
が
効
率
が
良

い
も
の
ば
か
り
だ
よ
。
協
力
し

合
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
か
ら
、

市
外
に
あ
っ
て
も
野
々
市
市
の
施

設
な
の
。
大
切
に
し
な
き
ゃ
ね
！

な
る
ほ
ど
、
よ
く
分
か
っ
た
わ
！

近
く
の
自
治
体
で
協
力
し
な
が
ら

病
院
や
消
防
、
ご
み
処
理
な
ど
の

業
務
を
す
る
こ
と
が
あ
る
の
ね
。

野
々
市
市
内
に
大
き
な
公
立
の
病

院
や
ご
み
処
理
施
設
が
な
い
の
は

そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
ね
！

こ
れ
か
ら
は
川
北
町
も
仲
間
に
加

わ
っ
て
、
心
強
い
よ
ね
。

今
日
は
た
く
さ
ん
勉
強
し
た

な
ー
、
帰
っ
て
み
ん
な
に
も
教
え

て
あ
げ
よ
う
っ
と
。

お
し
ま
い

ね
ぇ
、
の
っ
テ
ィ

ぼ
く
、
毎
週
決
ま
っ
た
日
に

お
う
ち
の
手
伝
い
で
ご
み
だ

し
を
し
て
る
の
。
ぼ
く
が
出

し
た
ご
み
は
ど
こ
に
行
く
の

か
な
ぁ
？

そ
う
な
ん
だ
ね
、
い
っ
く
ん

え
ら
い
ね
！

『
白
山
野
々
市
広
域
事
務
組

合
』
で
は
、
ご
み
処
理
の
お

仕
事
も
し
て
い
る
ん
だ
よ
。

市
が
お
願
い
し
た
業
者
さ
ん

が
ご
み
を
集
め
る
の
。
集

ま
っ
た
ご
み
は
、
松
任
石
川

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

運
ば
れ
る
よ
。

ほ
か
に
も
こ
の
組
合
で
は
、

し
尿
処
理
や
斎
場
運
営
も
し

て
い
る
よ
ー

＜ TOPICS ＞
平成 29 年４月１日から新たに川北町が
白山野々市広域事務組合に加入して、
これからはぼくたちといっしょに
ごみ処理と消防業務を行うよ！

の
っ
テ
ィ
教
え
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
！

	 ▽ごみ処理業務
	 白山野々市広域事務組合事務局　環境保全対策課　☎ 276 － 1362
	 ▽消防業務
	 白山野々市広域消防本部庶務課　　  ☎ 276 － 9481

お金の面から見てみよう！

白山消防署
（白山市吉野夏 111 番地 1）

鶴来消防署
（白山市明島町山84番地1）

INTERVIEW
イ ン タ ビ ュ ー

石田  祥
よ し ひ ろ

大 氏

野々市消防署勤務

　消防の仕事は大き
く４つに分けられま
す。①警防（火を消
す）②救急（急患を
病院へ運ぶ）③人命
救助④火災予防（防

火査察など）が主な業務です。日々有事に備え、
消火までの動きや救急（心臓マッサージ・人工
呼吸など）の訓練に励んだり、事故の際にどう
救助すれば良いかを検討したりしています。　
　救急は平均１日４件ほど出動があり、火災は
今年に入ってから市内で２件（４月 14 日現在）
発生しています。野々市市は建物が多く、特に
本町地区は木造住宅が密集。火災が発生すると
燃え広がる可能性が高いので気をつけてほしい
です。特にこれからの時期は大型連休もあり、
家を空ける機会が増えます。外出時には火のも
とをしっかり確認し、また放火を防ぐため、家
の周りに可燃物がないかもチェックしましょう。

野々市消防署
（野々市市本町 5丁目 83 番地）

美川消防署
（白山市鹿島町 140番地 1）

　川北町消防団も消防連合会に加入
し、白山野々市川北消防連合会と名称
を改めスタートしました。

【白山石川医療企業団のうち、公立松任石川中央病院】
※野々市市は同病院のみへ負担金を支出

【白山野々市広域事務組合】
※川北町の負担金はごみ処理費と消防費のみ

■   収益的収入および支出

歳 入

歳 出

歳 入

歳 出■   資本的収入および支出

特定財源
37%

4,616,518
千円

10,008,410
千円

4,616,518
千円

10,008,410
千円

市町負担金
95%〈負担金の内訳〉

白山市　　78％
野々市市　15％
川北町　　  7％

白山市 65%

川北町 6%

野々市市 29%

一般財源
63%

その他
11%

資本的収入

資本的支出

うち負担金
（白山市 78%、
野々市市 15%、
川北町 7％の
割合で負担）

1,018,140
258,120

2,107,785
（単位　千円）

その他 3%

その他 5%

その他 4% 斎場費 1%

ごみ処理費
52%

し尿処理費 2%

消防費
41%

外来収益
26% 入院収益

56%

減価償却費
10％

経費
26％

給与費
42％

材料費
19％

市町負担金
7%

歳 入

歳 出

歳 入

歳 出■   資本的収入および支出

特定財源
37%

4,616,518
千円

10,008,410
千円

4,616,518
千円

10,008,410
千円

市町負担金
95%〈負担金の内訳〉

白山市　　78％
野々市市　15％
川北町　　  7％

白山市 65%

川北町 6%

野々市市 29%

一般財源
63%

その他
11%

資本的収入

資本的支出

うち負担金
（白山市 78%、
野々市市 15%、
川北町 7％の
割合で負担）

1,018,140
258,120

2,107,785
（単位　千円）

その他 3%

その他 5%

その他 4% 斎場費 1%

ごみ処理費
52%

し尿処理費 2%

消防費
41%

外来収益
26% 入院収益

56%

減価償却費
10％

経費
26％

給与費
42％

材料費
19％

市町負担金
7%

　２つの一部事務組合へ、各市町からお金がどのくらい
払われ、何に使われているのかな？

7　広報野々市　2017．5月号 広報野々市　2017．5月号　6


